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本
稿
は
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
、
第
三
回
台
湾
李
登
輝
学
校
研

修
に
お
け
る
日
本
語
に
よ
る
講
義
﹁
台
湾
の
主
体
性
の
追
求
﹂
の

要
点
筆
記
で
あ
る
。 

︵
文
責
＝
編
集
部
︶

■

台
湾
人
が
抱
い
た
漢
民
族
へ
の
誤
っ
た
幻
想

　
「
台
湾
の
主
体
性
」
と
い
う
の
は
、
裏
を
返
せ
ば
「
台
湾
独
立
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
言
っ
て
し
ま
う
と
、
ア
メ
リ
カ
や
日

本
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
文
句
が
出
る
の
で
、「
台
湾
の
主
体
性
の
追
求
」

と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
。

　

私
達
は
日
本
時
代
の
教
育
を
受
け
た
が
、
あ
る
人
に
よ
れ
ば
、
こ
の

統
治
は
完
全
に
成
功
し
た
と
い
う
。
し
か
し
客
観
的
に
見
る
と
、
プ
ラ

ス
面
も
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る
。
日
本
の
植
民
地
経
営
は
確
か
に
利
益
優

先
で
は
あ
っ
た
が
、
欧
州
の
そ
れ
と
は
異
な
る
面
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
あ
た
り
は
、
最
近
の
中
学
の
教
科
書
『
認
識
台
湾
』
で
も
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
初
期
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
抗
日
運
動
の
こ

と
、
皇
民
化
運
動
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
記
載
す
る
一
方
、
台
湾

の
発
展
に
つ
い
て
も
客
観
的
か
つ
公
平
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
土
地
制
度
の
変
革
、
貨
幣
の
統
一
、
交
通
や
上
下
水
道
の

整
備
、
農
業
の
近
代
化
、
特
に
蓬
莱
米
の
開
発
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
灌
漑
施
設
で
あ
る
八
田
與
一
の
嘉
南
大
圳
、
烏
山

頭
ダ
ム
な
ど
で
、
こ
れ
は
台
湾
の
農
業
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
そ

れ
か
ら
新
渡
戸
稲
造
に
よ
る
製
糖
産
業
、
そ
の
他
に
も
教
育
の
普
及
や

社
会
教
育
に
よ
る
日
本
語
教
育
な
ど
が
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
別
の
面
も
あ
っ
た
。
当
時
の
政
治
は
警
察
政
治
と
も
い
え

る
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
五
人
組
の
よ
う
な
制
度
で
台
湾
人
を
監
視
し

た
。
反
面
、
時
間
や
法
規
の
遵
守
、
衛
生
概
念
の
徹
底
、
政
治
改
革
。

ま
た
、
初
歩
的
で
は
あ
る
が
台
湾
に
自
治
や
選
挙
も
導
入
し
た
。

　

台
湾
人
の
中
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
興
っ
た
の
は
、
こ
の
日
本
時

代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　

台
湾
の
独
立
王
朝
だ
っ
た
鄭
王
朝
時
代
に
は
、
台
湾
人
と
い
う
ア
イ

独
立
―
台
湾
の
主
体
性
の
追
求

台
湾
史
か
ら
見
た
Ｒ
Ｏ
Ｃ
体
制
打
倒
の
条
理

林り
ん　

明め
い

徳と
く

国
立
台
湾
師
範
大
学
教
授
・
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
研
究
員

講義中の林明徳先生
（平成17年11月１日）
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デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
ま
だ
興
っ
て
い
な
い
。
当
時
の
統
治
は
国
民
党
政
府

の
独
裁
、
特
務
政
治
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
国
民
党
政
府
は
鄭
成

功
を
民
族
的
英
雄
と
し
て
い
た
が
、
は
な
は
だ
疑
問
だ
。
大
陸
反
攻
を

目
指
し
、
台
湾
で
は
高
圧
的
な
統
治
手
法
を
と
り
、
台
湾
自
体
の
開
発

は
し
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
台
湾
人
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
押

さ
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

日
本
統
治
時
代
に
入
っ
た
当
初
、
台
湾
民
主
国
が
で
き
た
が
、
こ
の

と
き
台
湾
人
は
本
当
の
「
台
湾
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
求
め
た

の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
清
を
意
識
し
た
も
の
だ
っ
た
。

だ
か
ら
自
ら
を
「
台
湾
人
」
と
自
覚
し
た
の
は
、
日
本
統
治
が
始
ま
っ

て
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

確
か
に
一
部
の
台
湾
人
は
台
湾
の
独
立
を
叫
ん
で
抗
日
ゲ
リ
ラ
に
な

り
、
南
北
に
展
開
し
て
連
帯
を
深
め
、
台
湾
人
意
識
を
持
っ
た
。
た

だ
、
こ
の
と
き
の
台
湾
人
意
識
は
「
日
本
人
」
に
対
す
る
も
の
で
あ

り
、
ま
だ
漢
民
族
と
の
絆
は
断
ち
切
れ
て
お
ら
ず
、
台
湾
人
は
な
お
、

漢
民
族
に
対
す
る
誤
っ
た
幻
想
を
持
ち
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

■

茨
の
道
を
歩
ん
だ
台
湾
人
の
戦
後

　

中
国
人
の
統
治
に
は
、
清
時
代
の
二
百
年
と
国
民
党
政
府
の
六
十
年

が
あ
る
。
そ
れ
と
、
日
本
人
統
治
の
五
十
年
。
い
ず
れ
も
外
来
政
権
だ

が
、
そ
れ
ら
の
ど
ち
ら
が
良
か
っ
た
か
と
、
台
湾
人
は
二
者
択
一
で
考

え
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
結
果
は
明
ら
か
だ
。

　

張
徳
水
と
い
う
作
家
に
『
激
動
！
台
湾
の
歴
史
は
語
り
続
け
る
』
と

い
う
著
書
が
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
で
、
日
本
に
留
学
し
て

い
た
台
湾
人
が
多
数
帰
国
し
て
き
た
が
、
彼
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。
台

湾
は
終
戦
と
い
う
変
わ
り
目
で
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
当
時
、

彼
の
母
親
は
こ
う
言
っ
た
と
い
う
、「
清
国
時
代
に
戻
っ
た
の
だ
よ
」

と
。
つ
ま
り
、
近
代
的
な
社
会
か
ら
封
建
的
な
社
会
に
戻
っ
た
の
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
村
の
人
達
は
「
豚
ど
も
が
豚
小
屋
か
ら
出
て

き
た
」
と
罵
る
言
葉
さ
え
口
に
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
製

糖
工
場
や
そ
の
宿
舎
を
見
れ
ば
す
ぐ
分
か
る
。
日
本
時
代
は
簡
素
で
は

あ
っ
た
が
い
つ
も
清
潔
だ
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
人
が
来
て
入
れ
替
わ

る
と
、
数
ヶ
月
で
汚
ら
わ
し
い
豚
小
屋
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　

国
民
党
と
い
う
外
来
政
権
は
、
日
本
の
植
民
地
統
治
以
上
に
専
制
的

か
つ
絶
対
的
で
高
圧
的
で
あ
っ
た
。
当
時
の
陳
儀
行
政
長
官
は
、
台
湾

総
督
の
安
藤
利
吉
よ
り
大
き
な
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
一
年
余

り
で
二
・
二
八
事
件
が
発
生
し
、
少
な
く
と
も
二
万
人
が
殺
害
さ
れ

た
。
こ
の
大
虐
殺
の
残
虐
さ
は
、
と
て
も
語
り
尽
し
得
な
い
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
台
湾
人
は
中
国
に
漠
然
と
し
た
憧
れ
が
あ
っ

た
の
で
、
終
戦
で
の
「
祖
国
復
帰
」
を
素
直
に
喜
ん
だ
。
だ
か
ら
、
日

林り
ん　

明め
い

徳と
く　

一
九
三
二
年
、
台
湾
・
台
北
生
ま
れ
。
一
九
六
六
年
に
来

日
し
東
京
大
学
博
士
課
程
修
了
。
文
学
博
士
。
現
在
、
国
立
台
湾
師
範

大
学
教
授
・
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
研
究
員
。
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本
の
植
民
地
統
治
に
対
す
る
不
平
か
ら
救
わ
れ
た
安
堵
感
も
あ
り
、
大

い
に
歓
迎
も
し
た
。
し
か
し
、
中
国
人
は
征
服
者
と
し
て
台
湾
に
来
た

の
だ
っ
た
。

　

ま
ず
、
中
国
の
軍
隊
が
来
た
。
そ
れ
ま
で
私
は
威
厳
が
あ
る
日
本
の

軍
隊
を
見
て
き
た
。
だ
か
ら
当
時
、
基
隆
ま
で
「
祖
国
の
軍
隊
」
を
見

に
行
っ
た
私
は
、
そ
れ
を
見
て
一
気
に
落
胆
し
、
そ
れ
ま
で
無
自
覚
だ

っ
た
「
台
湾
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
発
見
し
た
、「
我
々
は
中
国

人
で
は
な
い
」
と
。

　

台
湾
人
の
多
く
は
大
陸
か
ら
来
て
三
、
四
百
年
だ
が
、
日
本
に
よ
る

文
明
化
を
経
験
し
、
考
え
方
も
行
動
様
式
も
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
し

て
庶
民
的
な
感
覚
で
、
戦
後
や
っ
て
来
た
中
国
人
を
「
ど
う
見
て
も
自

分
た
ち
と
は
違
う
人
種
」
と
判
断
で
き
た
。

　

と
に
か
く
そ
れ
ま
で
の
台
湾
人
は
、
中
国
人
を
ま
っ
た
く
理
解
し
て

い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
中
国
人
が
来
て
か
ら
物
資
は
欠
乏
し
、

悪
性
イ
ン
フ
レ
と
な
り
、
秩
序
も
悪
化
し
た
。
こ
れ
ら
が
一
九
四
七
年

の
二
・
二
八
事
件
に
つ
な
が
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
文
化
の
違
い
で
、

文
化
の
高
い
人
が
、
文
化
の
低
い
人
に
統
治
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

当
時
、
台
湾
の
人
口
は
約
六
百
万
人
だ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
二
、
三

万
人
が
こ
の
二
・
二
八
事
件
で
虐
殺
さ
れ
た
。
二
、
三
百
人
に
一
人
が

殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
長
期
に
わ
た
る
残
酷
な
白
色
テ
ロ
、

戒
厳
令
と
続
く
。
惨
め
な
台
湾
人
は
、
主
体
性
を
求
め
て
茨
の
道
を
た

ど
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
今
よ
う
や
く
台
湾
固
有
の
歴
史
や
風
土
に
根
ざ
し
た
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
る
傾
向
が
出
て
き
て
、
我
々
も
李
登
輝
先
生
の

主
導
の
下
、
台
湾
人
の
主
体
性
を
追
求
し
て
い
る
。

　

四
百
年
の
歴
史
の
な
か
で
、
台
湾
人
は
一
度
も
自
分
の
運
命
や
将
来

に
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
ま
で
外
来
政
権
に
征
服
さ
れ
て
き

た
が
、
現
在
は
民
主
運
動
が
盛
ん
に
な
り
、
よ
う
や
く
台
湾
人
と
し
て

の
主
体
性
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

■

誤
解
さ
れ
て
い
る
台
湾
の
法
的
地
位

　

日
本
は
ほ
ぼ
単
一
民
族
で
、
民
族
に
根
ざ
す
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
か

と
思
わ
れ
る
が
、
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
源
は
必
ず
し
も
民
族

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
政
治
の
み
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

保
持
す
る
場
合
が
あ
る
。
代
表
的
な
の
は
ア
メ
リ
カ
で
、
世
界
の
百
九

十
以
上
の
国
の
う
ち
、
半
分
以
上
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
、
民
族
で

は
な
く
、
自
由
・
民
主
主
義
と
い
う
政
治
に
よ
っ
て
保
持
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
台
湾
に
は
先
達
の
血
と
汗
の
努
力
で
民
主
体
制
が
で
き
つ

つ
あ
り
、
自
分
た
ち
の
将
来
に
関
与
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
ま
た
別

の
外
来
政
権
が
脅
威
を
も
た
ら
し
て
来
て
い
る
。
中
華
人
民
共
和
国
が

「
台
湾
は
中
国
の
不
可
分
の
領
土
」
と
叫
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
国
難
と

い
っ
て
よ
い
。

　

な
ぜ
我
々
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
る
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る

P8-13.indd   10 06.1.27   4:30:34 PM



【日台共栄】独立―台湾の主体性の追求11

に
は
、
ま
ず
は
「
台
湾
は
果
た
し
て
中
国
の
一
部
な
の
か
」
と
い
う
疑

問
を
解
く
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
中
国
政
府
は
台
湾
に
一
歩
た
り
と
も
入
っ
た
こ
と
は
な

く
、
一
日
た
り
と
も
統
治
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
な

ぜ
台
湾
は
中
国
に
属
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
中
国
が
そ
の
よ
う

に
主
張
す
る
根
拠
と
は
何
か
。

　

そ
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
の
が
「
カ
イ
ロ
宣
言
」
と
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
」
だ
。
こ
れ
は
中
国
だ
け
で
な
く
、
台
湾
の
教
科
書
で
も
、
台
湾
の

地
位
の
説
明
の
な
か
で
教
え
て
い
る
。
し
か
し
「
宣
言
」
に
は
必
ず
し

も
法
的
な
拘
束
力
は
な
い
。
法
的
拘
束
力
を
持
つ
の
は
「
条
約
」
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

カ
イ
ロ
宣
言
と
は
、
一
九
四
三
年
十
一
月
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

ー
チ
ル
･
蔣
介
石
の
三
人
の
間
で
「
台
湾
・
澎
湖
の
よ
う
に
、
日
本
が

清
国
か
ら
盗
取
し
た
地
域
を
中
国
に
返
還
す
る
」
と
い
う
、
国
際
法
を

ま
っ
た
く
無
視
し
た
内
容
だ
っ
た
。
下
関
条
約
は
戦
争
の
結
果
で
は
あ

る
が
「
条
約
」
で
あ
り
、「
盗
取
」
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。

　

ま
た
こ
の
宣
言
に
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
チ
ャ
ー
チ
ル
、
の
署
名
す
ら

な
い
。
私
の
見
る
限
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
、
あ
る
い
は
ニ
ュ
ー
ス
発
表
に
す

ぎ
ず
、
法
的
拘
束
力
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
日
本
も
誤
っ
て
解
釈
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

次
に
、
一
九
四
五
年
八
月
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
。
こ
れ
も
「
宣
言
」
で

あ
っ
て
条
約
で
は
な
い
。
こ
の
二
つ
の
宣
言
は
、
連
合
国
側
が
対
日
姿

勢
を
発
表
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
遂
行
責
任
は
な
い
。
だ
か
ら
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
を
受
諾
し
た
日
本
は
連
合
軍
（
ア
メ
リ
カ
）
に
占
領
さ
れ
た
も

の
の
、
決
し
て
ア
メ
リ
カ
の
領
土
に
な
っ
た
訳
で
は
な
い
。
台
湾
も
同

様
に
、
中
国
の
も
の
に
な
っ
た
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

台
湾
の
法
的
地
位
は
、
一
九
五
一
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条

約
に
根
拠
を
持
つ
。
こ
れ
が
下
関
条
約
以
降
で
は
、
台
湾
の
法
的
地
位

に
関
す
る
唯
一
の
文
書
で
あ
る
。
こ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

で
日
本
は
台
湾
を
放
棄
し
た
が
、
台
湾
の
地
位
は
未
定
で
あ
り
、「
ど

の
国
の
も
の
か
」
と
規
定
す
る
記
載
は
一
切
な
い
。
つ
ま
り
、
日
本
が

「
台
湾
を
中
国
に
返
還
」
し
た
と
か
、
台
湾
を
「
中
国
の
領
土
と
承
認

し
た
」
と
す
る
の
は
大
き
な
誤
解
で
し
か
な
い
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

平
和
条
約
で
日
本
は
台
湾
を
放
棄
し
た
だ
け
で
、
台
湾
の
帰
属
に
つ
い

て
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五
一
年
の
間
に
、
国

民
党
の
台
湾
統
治
と
い
う
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
既
成
事
実
が
作
り
上

げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

我
々
も
「
一
つ
の
中
国
」
に
は
賛
成
だ
。
そ
し
て
「
一
つ
の
台
湾
」

が
自
然
だ
。
我
々
も
「
二
つ
の
中
国
」
は
望
ま
な
い
。

■

ひ
と
つ
と
し
て
根
拠
の
な
い
中
国
の
主
張

　

中
国
側
の
も
う
一
つ
の
根
拠
は
、「
台
湾
人
の
多
く
は
、
祖
先
が
中

国
大
陸
か
ら
来
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
否
定
し

P8-13.indd   11 06.1.27   4:30:34 PM



12

な
い
。
し
か
し
、
祖
先
が
中
国
人
だ
か
ら
台
湾
は
中
国
の
も
の
で
あ
る

と
い
う
論
理
に
従
っ
た
ら
、
世
界
は
大
混
乱
に
陥
る
。
ア
メ
リ
カ
、
カ

ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ

ン
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ゲ
ル
マ
ン
民
族
で
あ
る
。
ア

ラ
ビ
ア
地
域
は
二
十
以
上
の
国
が
あ
る
が
、
同
じ
民
族
だ
。

　

中
国
の
論
理
に
従
え
ば
、
こ
れ
ら
の
国
は
皆
ひ
と
つ
の
国
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
中
国
の
一
部
な
の

だ
ろ
う
か
。

　

も
う
一
歩
進
ん
で
言
う
と
、
台
湾
人
は
実
は
漢
民
族
で
は
な
い
。
台

湾
人
は
過
去
数
百
年
来
の
原
住
民
と
の
混
血
で
あ
り
、
原
住
民
の
血
統

が
九
〇
％
以
上
の
固
有
の
民
族
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
最
近
、
医
学

会
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
で
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
帰
属
意
識
、
す
な
わ
ち
「
私
は
台
湾
人
で
あ
り
、
中
国
人

で
は
な
い
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
現
時
点
で
は
国
民
全
体

に
定
着
し
て
お
ら
ず
、
形
成
途
上
に
あ
る
。
未
だ
に
「
中
国
人
」「
台

湾
人
で
あ
り
中
国
人
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
こ
れ
が
我
々
の
現
在

の
悩
み
で
あ
る
。
李
登
輝
先
生
の
目
標
は
、
こ
の
台
湾
人
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
七
五
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
だ
。

　
「
台
湾
は
古
よ
り
中
国
に
属
す
る
」
と
い
う
説
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
史
実
は
な
い
。
例
え
ば
「
十
七
世
紀
、
清
は
台
湾
を
統
治

し
て
い
た
」
と
言
う
が
、
そ
の
統
治
の
範
囲
は
多
目
に
見
て
も
西
部
地

域
の
平
野
部
、
全
体
の
三
分
の
一
ぐ
ら
い
で
し
か
な
い
。

　

ま
た
、
あ
る
人
は
「
台
湾
に
は
独
立
王
朝
が
築
か
れ
た
歴
史
は
な

い
」
と
言
う
。「
同
じ
植
民
地
で
も
、
朝
鮮
が
戦
後
す
ぐ
独
立
で
き
た

の
は
李
氏
朝
鮮
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
だ
」
と
。
確
か
に
約
二
十
年
の

鄭
成
功
王
朝
と
、
百
四
十
八
日
あ
る
い
は
一
週
間
と
い
う
説
も
あ
る
台

湾
民
主
国
く
ら
い
し
か
独
立
国
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
世
界
の
国
の

半
数
以
上
は
台
湾
と
同
様
に
、
そ
も
そ
も
独
立
王
朝
な
ど
存
在
し
て
い

な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
東
チ
モ
ー
ル
、
い

ず
れ
も
独
立
王
朝
の
歴
史
を
持
た
ず
に
独
立
し
て
い
る
。

　

以
上
、
法
的
根
拠
だ
け
で
な
く
、「
同
一
民
族
だ
か
ら
」「
清
が
領

有
し
て
い
た
か
ら
」「
独
立
王
朝
の
歴
史
が
な
い
か
ら
」
と
い
う
言
説

は
、
い
ず
れ
も
中
国
が
台
湾
を
領
有
す
る
根
拠
と
し
て
は
ま
っ
た
く
成

立
し
な
い
の
で
あ
る
。

■

不
正
常
極
ま
り
な
い
Ｒ
Ｏ
Ｃ
体
制

　

今
、
台
北
に
「
二
二
八
紀
念
館
」
が
あ
り
、
当
時
の
様
子
を
伝
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
伝
え
て
い
る
内
容
は
事
件
の
百
分
の
一
程
度

で
、
我
々
は
こ
の
事
件
の
真
相
、
原
因
、
責
任
追
及
を
学
術
的
に
研
究

し
て
い
る
の
で
、
や
が
て
真
相
が
全
て
明
ら
か
に
な
る
日
が
来
る
。

　

白
色
テ
ロ
、
戒
厳
令
下
の
三
十
八
年
と
は
ど
う
い
う
時
代
だ
っ
た
の

か
。
例
え
ば
、
女
子
学
生
が
「
蔣
介
石
反
対
」
と
言
っ
た
ら
、
こ
の
五

文
字
で
十
年
の
刑
だ
っ
た
。
つ
ま
り
一
文
字
で
二
年
と
い
う
こ
と
だ
。

戒
厳
令
下
に
お
け
る
民
衆
の
受
難
者
は
二
十
万
人
に
も
上
る
。
銃
殺
も
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一
万
人
を
超
え
、
私
の
周
囲
の
人
間
も
半
分
以
上
が
囚
わ
れ
た
。

　

も
う
一
つ
、
白
色
テ
ロ
、
戒
厳
令
下
と
は
、
台
湾
の
文
化
を
徹
底
的

に
排
除
し
た
時
代
だ
っ
た
。
台
湾
語
も
禁
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
日
本
時

代
に
も
あ
っ
た
こ
と
だ
が
、
国
民
党
政
府
の
場
合
は
徹
底
し
て
い
た
。

テ
レ
ビ
も
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
台
湾
語
の
番
組
は
一
週
間
に

二
回
、
そ
れ
も
三
十
分
だ
け
だ
っ
た
。
英
語
は
許
さ
れ
て
い
た
が
、
日

本
語
は
禁
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
台
湾
の
主
体
性
の
追
求
、
す
な
わ
ち
台
湾
の
独
立

と
は
「
中
華
民
国
体
制
か
ら
の
独
立
」
で
あ
っ
て
、「
中
国
か
ら
の
独

立
」
で
は
な
い
。
常
識
的
に
考
え
て
も
、
中
国
に
属
し
た
こ
と
の
な
い

台
湾
が
、
わ
ざ
わ
ざ
中
国
か
ら
独
立
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
。

　

今
、
台
湾
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
ま
さ
に
「
正せ
い

名め
い

」
と
い
う
こ
と

で
、「
中
国
」
か
ら
「
台
湾
」
へ
と
名
前
を
正
す
こ
と
で
あ
る
。

　

あ
る
人
は
「
す
で
に
台
湾
は
独
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
言

う
。
確
か
に
台
湾
に
は
政
府
・
民
衆
・
領
土
が
あ
る
。
外
交
関
係
も
二

十
数
カ
国
と
あ
る
。

　

し
か
し
今
の
台
湾
は
Ｒ
Ｏ
Ｃ
、
つ
ま
り
中
国
共
和
国
で
、
台
湾
で
あ

り
な
が
ら
「
中
国
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。
飛
行
機
は
「
チ
ャ
イ
ナ
エ

ア
ラ
イ
ン
」、
街
に
は
「
中
国
石
油
」「
中
国
信
託
」、
道
路
は
「
重
慶

路
」「
南
京
路
」、
チ
ベ
ッ
ト
や
蒙
古
、
満
州
の
地
名
ま
で
あ
る
。
空
港

も
「
蔣
介
石
紀
念
空
港
」、
学
校
の
名
前
に
も
中
正
（
蔣
介
石
）、
中

山
（
孫
文
）
が
付
き
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ

ペ
イ
」
と
呼
ば
れ
る
。
我
々
と
し
て
は
「
Ｒ
Ｏ
Ｃ
＝
中
国
共
和
国
」
を

「
台
湾
」
に
し
た
ら
い
い
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　

次
は
制
憲
、
憲
法
を
制
定
す
る
こ
と
だ
。
現
在
、
政
治
に
し
て
も
経

済
に
し
て
も
「
中
華
民
国
憲
法
」
に
則
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
中
華
民
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
時
点
で
は
、
台
湾
は
そ
の
施

行
範
囲
に
入
っ
て
い
な
い
。
占
領
前
な
の
だ
か
ら
中
華
民
国
の
領
土
で

も
な
い
。
し
か
も
こ
の
憲
法
で
は
、
今
の
中
国
は
も
ち
ろ
ん
、
モ
ン
ゴ

ル
さ
え
も
領
土
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
全
く
も
っ
て
不
正
常
な
状
態

で
、
こ
ん
な
憲
法
は
世
界
広
し
と
言
え
ど
、
台
湾
に
し
か
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
も
し
台
湾
が
中
国
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
ら
ど
う
な
る

か
。
台
湾
海
峡
だ
け
で
な
く
バ
シ
ー
海
峡
も
中
国
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
南
シ
ナ
海
は
名
実
と
も
に
中
国
の
内
海
に
な
る
。
す
る
と
、

東
南
ア
ジ
ア
の
各
国
は
中
国
に
従
属
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
中
東
に
至
る
シ
ー
レ
ー
ン
が
抑
え
ら
れ
る
の
で
、
日
本
も
中
国
へ

の
屈
服
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

台
湾
と
日
本
は
運
命
共
同
体
で
あ
り
、
将
来
も
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ

は
誇
張
し
た
表
現
で
は
な
い
。
国
交
断
交
後
も
経
済
・
文
化
の
交
流
は

拡
大
、
発
展
し
て
い
る
。
決
し
て
日
本
と
中
国
の
交
流
に
も
劣
ら
な
い

ほ
ど
密
な
の
で
あ
る
。

　

今
回
来
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
は
、
こ
の
運
命
共
同
体
で
あ
る
日
本

と
台
湾
の
関
係
が
よ
り
親
密
な
も
の
と
な
る
よ
う
ご
協
力
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。
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